
４．町からのお願い　～　ごみ減量にご協力ください　～

現在、ごみ処理は大変厳しい状況が続いています。
一人ひとりの小さな取り組みが、ごみの減量と円滑なごみ処理につながります。
ごみ処理費用の削減と安定した処理体制を維持するため、町民の皆さまのご理解とご協力をお願い

します。

①分別を徹底しましょう
　資源ごみを正しく分別することで、資源の有効活用と燃やせるごみの減量につながります。

②生ごみはしっかり水切りを！　町指定袋で、生ごみとして排出を！ 

　燃やせるごみの約３６％（※）は、生ごみの重量です。
　生ごみの水分を減らすことで、ごみの重量を大きく減らすことができます。　　　　　　　　　　　　
　※札幌市「令和６年度燃やせるごみ組成割合」より

　〇生ごみ収集対象地域にお住まいの方へ
　町指定袋（白色）で、生ごみとして排出していただきますようお願いします。　　　　　　
　収集した生ごみは堆肥として資源化し、有効活用します。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

�生ごみの収集対象地域�
本町、内浦町、栄町、東雲町、富士見町、末広町、
相生町、元町、住初町、三杉町、立岩２区、緑町、
東町、出雲町、豊河町、宮園町

　〇生ごみ収集対象外の地域にお住まいの方へ
生ごみは、三角コーナーや水切りネットで十分に水切りをしてから、燃やせるごみとして指定袋に入

れて排出してください。
また、自家菜園などでの堆肥化もぜひご検討ください。

③食べ切り・使い切りを心がけましょう
　食材は必要な分だけ購入し、最後まで使い切り、食べ切ることを心がけましょう。　　　　　
「もったいない」を減らすことが、ごみの減量につながります。

④まだ使えるものはリユースへ
不要になっても、まだ使えるものは、譲る・売る・再利用

するなど、リユース（再使用）を積極的に活用しましょう。
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「生ごみの分別」
について、町ＨＰで
ご確認ください。

「ごみ分別辞典（八
雲地域）」について、
町ＨＰでご確認くだ
さい。

今日からできる４つのこと
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